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島根県下に於ける秋落の様相 （第1報）

山本昌木⑧達山和紀（樟物学研究室）

Masak1YAMAMOTO　and　Kad－zunor1TATSUYAMA

Aspect　of　Ak1och1 in　　Sh1工nane Prefecture　　　（1）

　島根県下名地の秋落の被害は年々相半なものであり・

その様相を明らかにする事は対策を樹てる上からも極め

て重要な事である。昨年は健全地帯，秋落地帯に発生し

た稲胡麻葉枯病斑について観察し，．晶種により型が相異

する事を認めた。次いで健全地帯及び秋落地帯に生育し

た水稲葉を健全部と病斑部とに分げ・輝糠スペクトノレ午

依る無機成分の分析を試争たのでその結果を無告する。

供試した水稲晶種は三保錦，農林ろ7号，東山38号であ

る。又調査に選んだ地区は能義郡安来町宇賀荘，同飯梨

村，飯石郡山口村，安濃郡佐比売村，簸川郡大杜町及び

出雲市である。

　稲胡麻葉枯病の罹病度を云いする場合は単に病斑数の

みでは不充分で・干の性質即ち病斑の型を重視しなげれ

ばならない。稲胡麻葉枯病斑に種々の型のある事は多く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し7）
の人に依つて注意せられたところであるが，一岡本氏はN

欠乏症病斑とK欠乏症病斑とに大別され・前者は形小で

褐色を呈する申のであり・I後者は大形褐色で灰白色の中

心部があり，大ぎいものは大豆ほどの大ぎさがあるとい

う。加里欠乏症の巨大な病斑は鋳方氏も認あている。後
　（4）

藤氏は胡麻葉枯病斑を5の型に分げている。即ち（1）点ゴ

マ．（2）黒ゴマ　（3）中央部に崩壊部のある白ゴマ　（4）一次

支脈を越えた大ゴマ　（5）一次支脈を2本越えた豆ゴマで

ある。
　　　．（8）
　又小野氏は胡麻葉枯病病斑の類型の基準として形，中

毒部の色，中毒部の広さ，え死部の色，端紋，周囲，崩

　　　　　　　　　　　　　　　矛1表　　秋落

壌部等の事項を詳細に研究され，細点型，斑点型，斑紋

殖の類型を試みられ，この中に多くρ型を合めて居られ
　　　　　（↑）（．）

る。．又後藤氏に葉鞘接種によつて起る病斑を4型に分げ

た。私共の調査は個体数・晶葎，調査個所も少いので病

斑の類型を行うのは尚危険であろうが，認められた病斑

の型には次の如ぎものがある。

I　工　　　皿　　　皿 V

懇
’VI

　　この中‘V’は皿型の変化したもの，VIは皿型の変化した

　ものとも考えられるので今度の調査では夫々の型に入れ

　て算定した。士［はIと同じ類型に入るものと考えられる

　ので全病斑数に対する比率はI＋皿としてあらわした。

　　調査は昭和28年10月／4～24日に亘り前記数ケ所の比較

　的健全と思われる水田及び秋落程度のかなりひどい水田

　より各々3株宛Sam－P1mgを行い，各株毎，各葉位別の

　病斑数を各typeに争ち測定を行つた。但し調査Lた地

　区はすべて広い意味の秋落地帯に入るものであり，土壌

　も抄礫を合有し耕土がかなり浅く，水稲の下葉は枯上つ

　ていた；斯の如く下葉の枯上りの為病斑の総数は辛うじ

　て測定出来ても何れの型に入れるべきか判断に苦しむも

　のが多かつたので止葉及び矛二葉のみについての測定結

　果を掲げた。

地　帯　水稲調　査

・1皿 皿 皿
T　I＋皿　　1T

皿／T皿・・1草丈茎数耕土肚離 Fe 有機質響1下葉採集枯　場所 採集月日
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覇　　　　一般に健全地区より秋落地区へと総病斑数は著しく増

　　　加する。鍵全地，秋落地といつても種々の段階があり，

　　　土壌状態，水稲の生育状態より見て完全なる健全状態に

　　　あるとはい上得ない。草丈は秋落地帯では若干低くな

　　　る。分藤は増加する事もあり逆に減少する事もあるが大

　　　差ないといえよう。

　　　　三保錦　　秋落稲で総病斑勢は増加する。又I皿皿皿

　　　型共病斑数は増加ずる。又I型はI＋皿型の増加は皿又

　　　又は皿型の増加よりも大である。従つて病斑総数に対す

　　　る各病箪型の比は皿・皿型に比ぺてI型又はI＋皿型は

　　　大である。秋落地に於げる皿型の総病斑数に対する比は

　　　小さいにも拘らず皿型の増加は著しく眼に映ずる。

　　　　農林37号　　総病斑数は秋落稲で増加する。三保錦，

　　　東山38号に比較して著しい特徴は皿型の増加である。又

　　　総病斑数に対する皿型の比も健全地区と比ぺて大となつ

　　　てヤ・る。草丈は三保錦と同じく秋落地に於て低くなつて

　　　いる。

　　　　東山38号一秋落地で病斑の増加する事は同じ。I＋

　　　皿型の増加は皿型又は皿型の増加よりも遙かに大であ

る。

　以上の如く，秋落地匡に於て三保錦，東山38号では

I，皿型の増加は皿，皿型よりも多く，農林37号では皿

型の増加が茸明な現象と認められた・三保錦・率山38号

に於げる皿型の占める割合は増加する場合もあり又然ら

ざる場合もあつたが，増加そのものは著しい現象として

注目された。晶種による病斑の型の相違が考えられる所

以でもある。

　前述の如く，弘共の行つた調査は島根県下の僅か数ケ．

所而も同一時期に於げるものであり，晶種も3しか取扱

つていない。従つて晶種や生育時期の相違による病斑の

型の変化は当然考えられるとごろである。又病斑の類型

そのものも根本的に考察を加える要がある。本調査で5

～4の型に分けたのはあくまでも便宜的なものでしかな

い。

　次年度以降，生育場所，時期を充分考慮に入れて発病・

病斑より中問並びに最終病斑に至る経過を詳細に観察し

病斑の類型をたてたいものと思う。

　次に比較的健全と思われる水稲葉及び秋落度のひどい
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水稲葉を病斑部と健全部とに分げて輝線ヌペクトノレによ

る分光分析を試みた。昭和28年10月13目及び14日能義郡

安来町宇賀荘と同飯梨村の水稲農林3ア号及び三保錦を採

集，6ぴCで乾燥したものを一次電圧40V‘，二次電圧0．5

KV，極間1㎜m　スリツトの開き0005mm，スリソト

の高さ2mm，露光時問45”，Process　Hard乾板使用F

D－31現像液，酸性硬膜定着液を用いて撮影，現像を行

つたものである。

A安来町宇賀荘

B
C
D飯

E
F

梨　村
〃

三保錦

農林ろ7号

　〃

　〃

健全地帯

秋落地帯

　〃
健全地帯

秋落地帯

健全葉13／X

健全部14／X

病斑部　！

健全葉14／X

健全部’〃

病箪部　〃

供試材料は止葉である。

矛2表　　健全田及び秋落田に生育した水稲葉
　　　　　　の輝線スペクトノレによる分光分析

　両晶種とも二般にその無機成分の含量は秋落地帯鍵全

部〉同病斑部＞健全地帯健全葉の煩に減少するが・咋年

度行つた馬鈴薯疫病に於ける如ぎ，病斑部と鍾全部との

．成分合有量差は著しくない。

　普通田に比し秋落田栽培水稲中Mn量は低いといわれ

ているが，分光分析の結果では必ずしも然らず，他の無

機成分と同じく秋落田の方が大になつている。然し私共

の実験では秋落田水稲は病斑を除いた部分の分析であ一

り，従未の一般分析と同一観点に立つて論ずるわげには

行かないかも知れない。

　又同一地帯に栽培した晶種間では，秋落低抗性の大な’

るもの程Mln含量が大であるといわれているが・分光分

析の結果でも健全地帯に於て農林37号＞三保錦となり大

体同じ傾向と考えられる。

　本研究は本学作物学研究室嵐教授と共同に為された調

査の一部分であつて種々御便宜をはかられ，又御教示を

得た同教授に対して厚く感謝する、
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　以上の結果からみると，秋落地に於ては，A1，Ca，

Mg，Si，Mnとも何れも増加するようである。

　秋落地帯の奨励晶種農林ろ7号は，健全地，秋落地両者

の無機成分含有量の差が少いが，三保錦ではかなりその

差があらわれている。との事は農林37号は三保錦に比し

て栽培土壌の影響が少いとも考えられる。
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SUMMARY 

f
 

Every year, cultivation of rice plant is suffering 

severe damage from the Akiochi phenomenori. 

The diseased spot of Helminthosporiose of the 

rice plant was observed- in the Akiochi region in 

Shimane Prefecture and these spots were divided 

into four types. It was suggested that there might 

exist some correlation betwe6n the type of diseas-

ed spots and growing conditions. 

Spectrographic analysis has been made to clarify 

the dfference of mineral elements in the diseased 

spots and in the healthy parts of rice plant leaves 

grown m sound areas and the Akiochi region. 

Some characteristic in the contents of mineral 

elements was observed. 

In the Akiochi region, -the contents of Al, Ca, 

Si, and Mn increased. Norin I~o. '57, a suitable 

variety for Akiochi region~ showed little difference 

iu mineral elements between the Akiochi and sound 

areas but Mihoflishiki showed rather striking diff･-

erence between them. This seem to mean that 

Norin No. 57 is less affected by the influence of 

cultivated sojl than Mihonishiki 

Generally speraking, t,he contents of the mineral 

elements decreased alon~ the following order. 

Healthy parts of the Akiochi region, diseased 

parts of Akiochi regior~ healthy parts of sound 

region. 

The difference in mineral contents between the 

diseased spots and healthy parts･is not so striking 

as in potato late-blight. 

Until now, it was said that the rice plant culti-

vated in Akiochi region has less Mn content than 

that in ordinary paddy fields; but in our experi-

ments, we find the rice plant grown in the Akiochi 

region has much more Mn dontent as well as other 

mmeral content than in the_ ordinary plants. In our 

experiments, we used the material of diseaed spots 

and healthy parts seperatly, instead of using the 

whole plant as had been done in the past. 

We find that in Norin No. 57, the ressistant 

variety to Akiochi, has much more Mn content 

than Mihonishiki. This tendency coinc,ides with 

the results of_ other research workers. 
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